東洋文庫所蔵本に押捺された蔵書印について(十六)　―欧米人の蔵書印― by 中善寺 慎
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
(
十
六)
―
欧
米
人
の
蔵
書
印
―
中
善
寺
慎
既
刊
連
載
目
次
一
朝
鮮
本
に
押
捺
さ
れ
た
朝
鮮
の
蔵
書
家
の
蔵
書
印
書
報
35
号
二
僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
(
上)
書
報
36
号
三
僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
(
下)
書
報
37
号
四
国
学
者
の
蔵
書
印
(
上)
書
報
38
号
五
国
学
者
の
蔵
書
印
(
下)
書
報
39
号
六
漢
学
者
・
漢
詩
人
の
蔵
書
印
書
報
40
号
七
学
校
・
教
育
機
関
の
蔵
書
印
書
報
41
号
八
医
家
・
本
草
家
の
蔵
書
印
書
報
42
号
四
九
九大
名
・
藩
主
と
そ
の
家
の
蔵
書
印
書
報
43
号
十
幕
臣
・
藩
士
の
蔵
書
印
書
報
44
号
十
一
戯
作
者
・
操
觚
者
・
新
聞
社
の
蔵
書
印
書
報
45
号
十
二
商
賈
・
実
業
家
・
企
業
の
蔵
書
印
書
報
46
号
十
三
近
代
の
学
者
・
教
授
の
蔵
書
印
書
報
47
号
十
四
図
書
館
・
博
物
館
と
そ
の
周
辺
の
蔵
書
印
書
報
48
号
十
五
政
治
家
・
官
僚
の
蔵
書
印
書
報
49
号
凡
例
・
印
影
は
縮
尺
任
意
の
単
色
写
真
で
あ
る
。
・
印
文
の
縦
の
寸
法
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
数
字
で
掲
げ
た
。
・
複
数
の
資
料
に
該
当
蔵
書
印
を
見
い
出
せ
る
も
の
は
、
印
影
を
採
集
し
た
資
料
名
に
＊
印
を
付
し
た
。
・
資
料
名
に
つ
づ
け
て
、
請
求
記
号
を
丸
括
弧
に
包
ん
で
付
し
た
。
・
蔵
書
家
の
伝
記
な
ど
は
主
と
し
て
次
の
資
料
に
依
っ
た
。
井
上
宗
雄
[
ほ
か]
編
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典』
五
〇
上
田
正
明
[
ほ
か]
監
修
『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典』
岩
波
書
店
編
集
部
編
『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典』
増
補
版
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典』
国
立
国
会
図
書
館
編
『
人
と
蔵
書
と
蔵
書
印』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
『
西
洋
人
物
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典』
平
凡
社
編
『
世
界
名
著
大
事
典』
・
配
列
は
、
印
記
所
有
者
の
よ
み
の
五
十
音
順
と
し
た
。
五
一
五
二
グ
ー
リ
ッ
ク
(R
obert
H
ans
van
G
ulick
一
九
一
〇
一
九
六
七)
オ
ラ
ン
ダ
の
外
交
官
、
東
洋
学
研
究
者
。
中
国
名
高
羅
佩
。
字
は
芝
台
。
笑
忘
な
ど
と
号
し
た
。
書
斎
名
は
集
義
斎
、
中
和
琴
室
。
陸
軍
中
将
ウ
ィ
レ
ム
・
フ
ァ
ン
・
グ
ー
リ
ッ
ク
の
五
男
と
し
て
一
九
一
〇
年
オ
ラ
ン
ダ
に
生
れ
、
幼
年
期
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
過
ご
す
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
政
治
・
法
律
を
学
び
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
大
学
院
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
中
国
語
、
日
本
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
な
ど
を
学
び
、
一
九
三
五
年
に
文
学
博
士
。
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
二
等
書
記
官
と
な
り
来
日
。
日
本
研
究
誌
『
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ニ
ッ
ポ
ニ
カ』
創
刊
に
参
画
し
た
。
重
慶
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
な
ど
に
駐
在
の
後
、
一
九
四
八
年
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
参
事
官
。
一
九
六
五
年
駐
日
大
使
兼
駐
韓
特
命
全
権
大
使
。
詩
文
を
綴
り
書
画
を
学
び
、
篆
刻
も
よ
く
し
た
。
琴
お
よ
び
筝
の
研
究
で
も
知
ら
れ
、
中
国
に
題
材
を
採
っ
た
探
偵
小
説
の
作
者
で
も
あ
る
。
一
九
六
七
年
ハ
ー
グ
に
て
死
去
。
著
書
に
『
琴
道』
『
秘
戯
図
考』
『
書
画
鑑
賞
彙
編』
『
長
臂
猿
考』
等
が
あ
る
。
旧
蔵
の
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
没
後
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
｢
吟
月
｣
(
26)
『
春
夢
瑣
言』
(
Ｅ
Ⅲ
一
一
Ｇ
一
〇
〇
一)
｢
高
羅
佩
印｣
(
７)
D
ee
G
oong
A
n

(
Ⅲ
一
三
Ｃ
七
四)
＊D
ee
G
oong
A
n

(
Ｅ
九
二
三.
六
Ｄ
Ｅ
〇
一
〇
〇
一)
『
春
夢
瑣
言』
(
Ｅ
Ⅲ
一
一
Ｇ
一
〇
〇
一)
五
三
｢
高
羅
佩
蔵
(
正
方)｣
(
24)
＊
『
国
立
北
平
図
書
館
館
刊
四
巻
三
号
西
夏
文
専
号』
(
Ⅰ
九
Ａ
一
〇
五
〇)
『
巴
県
志』
(
Ⅱ
一
一
Ｂ
ｍ
二
四
二)
｢
高
羅
佩
蔵(
長
方)｣
(
28)
『
巴
県
志』
(
Ⅱ
一
一
Ｂ
ｍ
二
四
二)
五
四
サ
ト
ウ
(E
rnest
M
ason
Satow
一
八
四
三
一
九
二
九)
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
、
日
本
学
研
究
者
。
一
八
四
三
年
ロ
ン
ド
ン
に
生
ま
れ
る
。
日
本
名
佐
藤
愛
之
助
。
号
は
薩
道
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
学
ぶ
。
一
八
六
一
年
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
極
東
派
遣
通
訳
生
試
験
に
合
格
し
、
翌
年
に
来
日
。
一
八
八
三
年
に
帰
国
す
る
ま
で
は
通
訳
官
・
書
記
官
と
し
て
、
一
八
九
五
年
の
再
来
日
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
は
公
使
と
し
て
、
日
本
に
滞
在
し
た
。
一
九
〇
六
年
駐
清
公
使
を
最
後
に
外
交
官
生
活
か
ら
引
退
し
て
研
究
に
専
念
し
、
一
九
二
九
年
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
に
て
死
去
。
著
書
に
『
日
本
耶
蘇
会
刊
行
書
誌』
『
外
交
実
務
案
内』
が
あ
る
。
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
、
蒐
集
し
た
古
典
籍
の
大
半
が
大
英
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
僚
友
ア
ス
ト
ン
を
経
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
約
一
万
冊
が
、
後
輩
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
経
て
日
本
大
学
に
数
千
冊
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
も
ま
と
ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
現
存
す
る
。
｢
英
国
薩
道
蔵
書｣
(
54)
『
生
花
早
満
奈
飛』
(
Ⅸ
一
四
七)
＊
『
古
周
易
経
断』
(
三
Ｃ
四
六)
『
為
愚
痴
物
語』
(
三
Ｆ
ａ
ろ
八
三)
『
清
水
物
語』
(
三
Ｆ
ａ
ろ
八
八)
『
絵
入
狂
言
記』
(
三
Ｆ
ａ
に
一
六)
『
倭
漢
書
籍
考』
(
三
Ｍ
ｂ
二)
｢
英
国
薩
道
蔵
書｣
(
48)『
珍
銭
奇
品
図
録』
(
ⅩⅢ
五
Ｄ
一
〇
〇
二)
五
五
蔵
書
票
｢E
R
N
E
ST
M
A
SO
N
SA
T
O
W
／B
ritish
L
egation
／
Y
E
D
O
｣
の
貼
付
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
東
洋
文
庫
の
洋
書
中
に
左
の
二
点
を
見
出
し
て
い
る
。
C
anonizzazione
Solenne
di
V
entisette
B
eati
nel
1862

(
ⅩⅦ
一
〇
Ｅ
ｂ
二)
R
elation
de
lem
pire
dv
Iapon

(
Ｏ
一
七
Ａ
二
五)
五
六
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
(B
asilH
allC
ham
berlain
一
八
五
〇
一
九
三
五)
イ
ギ
リ
ス
の
言
語
学
者
、
日
本
学
研
究
者
。
号
は
王
堂
。
一
八
五
〇
年
、
海
軍
中
将
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
長
男
と
し
て
ポ
ー
ツ
マ
ス
に
生
ま
れ
る
。
一
八
七
三
年
に
来
日
。
海
軍
兵
学
寮
教
師
を
経
て
、
一
八
八
六
年
東
京
大
学
文
科
大
学
教
師
と
し
て
博
言
学
(
言
語
学)
を
講
じ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
的
国
語
学
の
開
拓
者
で
あ
り
、
上
田
万
年
は
そ
の
門
下
生
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
一
九
一
一
年
に
日
本
を
離
れ
る
ま
で
日
本
語
お
よ
び
古
典
文
学
の
研
究
に
尽
く
し
た
。
ア
イ
ヌ
・
琉
球
に
関
す
る
研
究
も
あ
る
。『
英
訳
古
事
記』
『
日
本
事
物
誌』
等
を
著
わ
し
た
。
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
余
生
を
過
ご
し
、
一
九
三
五
年
レ
マ
ン
湖
畔
に
没
す
。
和
漢
書
の
蒐
集
に
も
努
め
、
箱
根
湯
本
に
書
庫
を
設
け
、
王
堂
文
庫
と
称
し
た
。
親
交
の
あ
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
か
ら
蔵
書
数
千
冊
を
譲
ら
れ
て
お
り
、｢
英
国
薩
道
蔵
書｣
印
が
併
せ
捺
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
古
周
易
経
断』
『
為
愚
痴
物
語』
『
清
水
物
語』
『
絵
入
狂
言
記』
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
旧
蔵
書
は
、
学
僕
杉
浦
藤
四
郎
継
承
分
が
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館
に
、
上
田
万
年
継
承
分
が
日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
館
と
神
宮
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
文
庫
収
蔵
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
旧
蔵
書
は
、
上
田
万
年
文
庫
(
一
九
三
八
年
遺
贈)
中
に
一
四
部
五
四
冊
、
岩
崎
久
弥
寄
贈
書
(
岩
崎
文
庫)
中
に
一
二
件
四
六
冊
、
そ
の
ほ
か
一
九
四
四
年
購
入
の
和
書
三
六
部
四
一
冊
な
ど
か
ら
な
る
。『
経
学
不
厭
精』
は
中
山
久
四
郎
旧
蔵
書
。
五
七
｢
英
王
堂
蔵
書｣
(
53)
『
経
学
不
厭
精』
(
Ⅰ
一
Ａ
三
五)
『
文
公
小
学』
(
ⅩⅠ
二
一
一)
『
古
周
易
経
断』
(
三
Ｃ
四
六)
『
伊
勢
物
語』
(
三
Ｆ
ａ
い
三
六)
『
為
愚
痴
物
語』
(
三
Ｆ
ａ
ろ
八
三)
＊
『
女
郎
花
物
語』
(
三
Ｆ
ａ
ろ
八
七)
『
清
水
物
語』
(
三
Ｆ
ａ
ろ
八
八)
『
絵
入
狂
言
記』
(
三
Ｆ
ａ
に
一
六)
ほ
か
五
八
ハ
ー
ン
(L
afcadio
H
earn
一
八
五
〇
一
九
〇
四)
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
者
。
イ
ギ
リ
ス
軍
医
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ー
ン
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
母
ロ
ー
ザ
の
子
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
レ
フ
カ
ス
島
に
出
生
。
幼
く
し
て
ダ
ブ
リ
ン
に
移
っ
た
が
母
と
生
別
し
、
大
伯
母
に
育
て
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
教
育
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
新
聞
記
者
で
名
を
な
す
。
一
八
九
〇
年
、
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
誌
の
通
信
員
と
し
て
来
日
。
翌
年
に
松
江
の
島
根
県
尋
常
中
学
校
の
英
語
教
員
と
な
り
、
同
地
で
小
泉
節
子
と
結
婚
し
、
の
ち
に
帰
化
し
て
小
泉
八
雲
と
称
し
た
。
一
八
九
一
年
に
熊
本
の
第
五
高
等
中
学
校
に
移
り
、
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
社
を
経
て
、
一
八
九
六
年
東
京
帝
国
大
学
英
文
学
講
師
と
な
る
。
一
九
〇
四
年
に
は
早
稲
田
大
学
で
も
教
鞭
を
執
っ
た
が
、
こ
の
年
、
東
京
で
病
没
す
る
。
墓
は
雑
司
ヶ
谷
霊
園
。
古
い
日
本
の
風
俗
人
情
を
世
界
に
紹
介
し
、『
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
面
影』
『
怪
談』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
蔵
書
二
千
四
百
余
冊
は
、
富
山
大
学
の
ヘ
ル
ン
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
友
人
で
あ
る
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
の
親
交
は
深
く
、
ふ
た
り
は
多
く
の
往
復
書
簡
を
残
し
て
お
り
、
掲
出
書
が
そ
の
一
端
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
。
｢
へ
る
ん｣
(
10)
A
utograph
letters
from
and
to
L
afcadio
H
earn

(
Ｍ
Ｓ
八
二)
五
九
ホ
ー
レ
ー
(F
rank
H
aw
ley
一
九
〇
六
一
九
六
一)
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
学
研
究
者
。
一
九
〇
六
年
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
卒
業
後
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
で
東
洋
諸
言
語
を
学
ぶ
。
一
九
三
一
年
に
東
京
外
国
語
学
校
・
東
京
文
理
科
大
学
の
語
学
教
師
と
し
て
来
日
。
第
三
高
等
学
校
で
も
英
語
を
教
授
し
た
。
一
九
四
〇
年
に
東
京
の
英
国
情
報
図
書
館
長
に
就
任
す
る
が
、
翌
年
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
に
よ
り
反
日
活
動
家
と
し
て
本
国
に
送
還
さ
れ
る
。
一
九
四
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
タ
イ
ム
ス
の
特
派
員
と
し
て
再
来
日
。
一
九
五
二
年
に
は
職
を
辞
し
京
都
に
隠
棲
し
て
研
究
に
専
念
し
た
。『
日
本
に
お
け
る
捕
鯨』
等
の
著
書
が
あ
る
。
一
九
六
一
年
京
都
山
科
に
て
没
す
。
墓
は
神
戸
外
国
人
墓
地
。
在
日
中
に
和
漢
の
古
典
籍
一
万
数
千
冊
を
蒐
集
し
た
が
、
没
後
の
入
札
会
で
競
売
に
付
さ
れ
て
蔵
書
は
散
逸
し
た
。
天
理
図
書
館
に
和
紙
関
係
文
献
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
琉
球
関
係
文
献
が
収
蔵
さ
れ
る
。
蔵
書
印
の
文
字
は
盟
友
グ
ー
リ
ッ
ク
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
。
掲
出
書
の
う
ち
『
蔵
乗
法
数』
は
、
中
村
菊
之
進
旧
蔵
書
。
｢
宝
玲
文
庫｣
(
39)
『
蔵
乗
法
数』
(
Ⅲ
一
二
Ａ
八
三
〇)
『
北
陲
杞
憂』
(
Ⅹ
五
Ｇ
一
四
五)
『
松
前
家
記』
(
Ⅹ
五
Ｌ
ｅ
一
〇
六
九)
＊
『
蝦
夷
葉
那
志』
(
ⅩⅠ
五
Ｊ
一
〇
三
五)
｢
宝
玲
文
庫
(
大)｣
(
58)
『
蝦
夷
記』
(
ⅩⅠ
五
Ｊ
一
〇
三
三)
＊
『
蝦
夷
志』
(
ⅩⅠ
五
Ｊ
一
〇
三
四)
六
〇
ミ
ン
ズ
(E
llis
H
ovell
M
inns
一
八
七
四
一
九
五
三)
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
。
一
八
七
四
年
生
ま
れ
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
し
、
一
八
九
七
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
に
遊
学
し
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
考
古
学
を
専
攻
し
た
。
ロ
シ
ア
で
の
研
究
成
果
や
調
査
報
告
書
類
を
整
理
し
発
展
さ
せ
、
ス
キ
ト
・
シ
ベ
リ
ア
文
化
の
原
郷
を
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
考
え
る
説
を
提
唱
す
る
な
ど
、
ス
キ
タ
イ
文
化
研
究
を
広
く
世
界
史
的
な
関
心
に
ま
で
引
き
上
げ
た
功
績
者
で
あ
る
。
梅
原
末
治
は
、
欧
米
留
学
中
に
知
遇
を
得
て
の
ち
永
く
親
炙
し
た
。
一
九
二
七
年
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
。
一
九
二
八
年
か
ら
は
ペ
ン
ブ
ロ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
長
を
務
め
る
。
言
語
学
者
で
も
あ
り
、
ま
た
、
ナ
イ
ト
の
称
号
を
持
つ
。『
ス
キ
タ
イ
人
と
ギ
リ
シ
ア
人』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
一
九
五
三
年
没
。
掲
出
書
は
梅
原
末
治
旧
蔵
書
で
あ
る
。
標
題
紙
に
著
者
ミ
ン
ズ
の
献
呈
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
者
の
交
友
が
偲
ば
れ
る
。
｢
明
斯
私
印｣
(
23)
T
he
art
of
the
N
orthern
N
om
ads
(
Ⅵ
四
Ａ
一
四
八)
六
一
メ
ツ
ゲ
ル
(F
erdinandus
W
M
etzger
生
没
年
不
詳)
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
立
電
報
通
信
社
特
派
員
。
在
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
館
通
訳
官
。
一
九
二
九
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
イ
ト
オ
ク
ロ
ッ
ク
紙
の
特
派
員
と
し
て
来
日
。
一
九
三
二
年
に
再
来
日
し
て
以
降
、
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
両
国
の
親
善
に
尽
力
し
た
。
勤
務
の
傍
ら
独
力
で
洪
日
辞
典
の
編
纂
を
企
図
す
る
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
挫
折
。
ペ
ト
ー
フ
ィ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
。
主
な
著
書
に
『
洪
牙
利
史』
が
、
訳
書
に
『
ペ
ト
ー
フ
ィ
詩』
『
勇
士
ヤ
ノ
シ
ユ』
『
若
き
英
雄
ト
ル
デ
イ』
が
あ
る
。
在
留
洪
人
中
の
有
力
者
で
、
両
大
戦
間
の
日
洪
関
係
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
。
白
鳥
庫
吉
と
は
来
日
直
後
よ
り
親
交
が
あ
っ
た
。
横
浜
市
中
区
本
牧
に
住
ま
う
。
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
移
住
。
掲
出
印
は
奥
付
に
捺
さ
れ
た
著
者
検
印
で
あ
る
。
｢
目
附｣
(
10)
『
若
き
英
雄
ト
ル
デ
ィ』
(
Ⅶ
五
三
〇)
＊
『
洪
牙
利
史』
(
Ⅹ
七
一
〇
〇
八)
『
洪
牙
利
史』
(
Ｅ
二
三
四
・
七
メ
ツ
〇
一
〇
〇
一)
『
勇
士
ヤ
ノ
シ
ュ』
(
Ｅ
九
九
三
・
七
ヘ
テ
〇
一
〇
〇
二)
(
国
立
国
会
図
書
館
司
書)
